
　特別会計とは、特定の事業やサービスを提供するために、利用者から保険料や使用料などをいただき、その財源
をもとに事業を運営していくために設けられた会計のことです。市には、下表の８会計があります。

歳 入 歳 出

土木費 
61億3,751万円
5.7％

諸支出金
105億6,361万円
9.8％

公債費
118億9,690万円
11.1％

商工費など
70億7,455万円
6.6％

民生費
364億9,048万円
34.0％

総務費など
268億668万円
24.9％

教育費
84億3,027万円
7.9％

国庫支出金
239億8,566万円　
22.3％

市債
81億9,630万円
7.6％

地方交付税
266億1,000万円
24.8％

市税
213億1,113万円　
19.8％

使用料など
68億2,289万円 
6.3％

諸収入
39億5,992万円
3.7％

財政調整基金
減債基金の取り崩し
37億円
3.5％

道支出金など
128億1,410万円 
12.0％

市税の種類とその内訳

一般会計 総額1,074億円（前年度比54億円増）

都市計画税
（市街化区域内に所
在する土地および家
屋にかかる税金）
13億7,532万円　6.4％

市たばこ税
（市内のお店で買われた
「たばこ」にかかる税金）
16億3,021万円　7.6％

その他
 （軽自動車税や入湯税など）
６億2,980万円　3.0％ 法人市民税

16億4万円
17.4％

※1 自主財源：税金や公共施設の使用料など、市が自分で集めるもの。
※2 依存財源：補助金など、国や道から交付されるもの。
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特別会計 総額387億30万円

　企業会計とは、自ら事業を行い、そこから得たお金で運営していく、民間企業と同様の経理を行う会計の
ことです。市には、下表の６会計があります。

会計名

予算額 

国民健康保険

155億1,699万円

国民健康保険
阿寒診療所事業

国民健康保険
音別診療所事業

５億6,309万円 ４億158万円

後期高齢者医療

30億7,366万円

介護保険 

保険事業勘定

182億8,515万円

介護サービス
事業勘定

１億349万円

魚揚場事業

１億4,895万円

駐車場事業 動物園事業

１億5,554万円 ４億5,185万円

会計名

予算額

病院事業 

303億2,102万円

水道事業

95億9,388万円

工業用水道事業

１億473万円

下水道事業

119億8,104万円

公設地方卸売
市場事業

２億5,766万円

港湾整備事業

10億8,068万円

　 総額533億3,901万円企業会計

2025（令和７）年度　市全体の予算総額　1,994億3,931万円

※お知らせする数値は、項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

　この特集では、2025（令和７）年度における市の予算や具体的な取り組みを通して、どのようにまちづくりを進めていくのかを見て
いきます。

2025（令和７）年度　予算について
問合先　市役所企画課企画係（M31-4502）　市役所財政課（M31-4512）

　2025（令和７）年度一般会計予算は、総額1,074億円で2024
（令和６）年度比54億円の増となっています。これは、主に義務
教育学校整備事業などの大型公共事業等の増によるものです。

　2025（令和７）年
度予算における市税総
額は2024（令和６）年
度比で約８億8,000万
円の増となっています
が、住民税の定額減税
分約６億5,000万円が
増となっていることか
ら、実質的には約２億
3,000万円の増となっ
ています。

2025（令和７）年度に取り組む主な事業は、次ページで紹介します

市税総額
213億1,113万円

※市税の種類ごとの比率は、市税総額213億1,113万円に対する割合

固定資産税
（土地、家屋等にかかる税金）
84億9,942万円　39.9％

市民税
（前年の収入に対
してかかる税金）
91億7,638万円　43.1％

個人市民税
75億7,634万円
82.6％
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